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研究成果の概要：17世紀の Du Cange だけでなく、19世紀末の Godefroy も彼の辞書におい
て『金持ちとラザロ』の作品を引用していることがわかったが、その引用の仕方にはさまざま

な問題があることも同時に見出された。また、この作品が典拠として活用している Renclus de 
Moiliens の作品との対応関係を調べる過程で、両者のテキストの相違が興味深い点を含むこと
も浮き彫りにすることができた。語彙の歴史、地理的な観点からも、宗教用語にとどまらず多

様な分野の用語に、従来の知見を補完する情報を収集することができた。ハイデルベルクの 『中
世フランス語語源辞典』に校閲者として参加している松村が、今後この辞書に収めるべき用例

を多数見つけることができたことは今後のフランス語史研究の発展に意義ある成果と言える。 
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１．研究開始当初の背景 
『金持ちとラザロ』は１巻の写本で伝えら
れる 14世紀中葉の作品であるが、19世紀末
以来所在不明になっていた。そのため長い間
まったく研究の対象になりえなかった。しか
し、17世紀に Du Cange が彼のラテン語辞書

において出典一覧に挙げ、その辞書の中で引
用している例でわかる通り、この作品の語彙
はフランス語の歴史と地理の観点から注目
に値するものであった。 
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２．研究の目的 
 上述の通り所在不明になっていたこの作
品の写本を見つけ出し、それをもとに校訂版
を作成しつつ、そこに見られる語彙を体系的
に検討することがこの研究の目的である。参
事会員の著作であるがゆえに宗教用語が多
数使われているとはいえ、さまざまな社会階
層を批判する作品であるため、多様な語彙が
使用されており、またピカルディ地方特有の
単語が使われていることも調査することに
なる。 
 
 
３．研究の方法 
 ア ム ス テ ル ダ ム の  Bibliotheca 
Philosophica Hermetica 所蔵写本  BPH 
108 の CD-Rom をもとに、中世フランス語
版『金持ちとラザロ』の校訂版を作成し、そ
の作品が引用している中世フランス語なら
びにラテン語の作品を精査し、その対応関係、
引用の手法、文体の変化などの点を検討しつ
つ、注目すべき単語・表現を収集しながら、
中世フランス語語彙研究に貢献するよう配
慮する。 
 
 
４．研究成果 
 17世紀の Du Cange だけでなく、19世紀
末の Godefroy も彼の辞書においてこの作
品を引用していることがわかったが、その引
用の仕方にはさまざまな問題があることも
同時に見出された。また、この作品が典拠と
して活用している Renclus de Moiliens の
作品との対応関係を調べる過程で、両者のテ
キストの相違が興味深い点を含むことも浮
き彫りにすることができた。語彙の歴史、地
理的な観点からも、宗教用語にとどまらず多
様な分野の用語に、従来の知見を補完する情
報を収集することができた。ハイデルベルク
の 『中世フランス語語源辞典』に校閲者と
して参加している松村が、今後この辞書に収
めるべき用例を多数見つけることができた
ことは今後のフランス語史研究の発展に意
義ある成果と言える。 
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